
　看護とは、日々の健康と生活がその人らしく営まれることを支えることを支援することです。本講座では、
様々な場面での看護の役割を理解します。そして、特に病気になったときに、看護師はどのようにかかわっ
てくれるのかがわかることで、病と共に歩む時、困難な状況に遭遇した時など、医療や介護が必要となった
際に役立つ、備えや対処の知恵を多角的に得る機会にもなります。また、看護に関心を持つ中学生・高校生
にとっては、将来の進路選択や職業イメージの明確化にも役立つ可能性があります。さらに、看護師の経験
を 5年積んだ後には、高度実践看護師として、診療看護師になる道もあります。秋田で実際に働いている診
療看護師から、診療看護師になるまでの道のりや具体的な働き方をご紹介します。

どなたでも 無　料５０名（要申込）

本学ホームページ内「公開講座お申し込み」フォームにて受付
※ 個人情報の取扱いについて
    この「公開講座お申し込み」フォームに記入された個人情報につきましては、本学が責任をもって管理し、
    公開講座に関する連絡以外には使用いたしません。



海外の看護と日本の看護を比較して、日本の看護のすばらしさを伝えます。
そして、海外で病気や怪我をして受診しないといけないときのポイントを
理解してもらいます。今後増える外国人の介護士とのコミュニケ―ション
の取り方もお伝えします。

海外と比較しての看護

大規模な災害が起きると、多くの傷病者が発生し、被災地全体に医療支援
が行き渡るまでに時間がかかります。医療資源にも限りがある中での、災
害時の看護師のはたらきを紹介します。そして被害を軽減するために、普
段からできることは何か、災害への備えを考えていきます。

災害時の看護

国民の2人に1人ががんになると言われています。
そのなかでも、子育て中に親ががんと診断された場合、親子共にさまざま
な困難を抱えます。本講座では、親の希望や子どもの成長にも焦点を当て
ながら、看護師のはたらきを紹介します。また、がん治療中の親とその子
ども達を支援するサポートプログラム（CLIMB®）も紹介します。

がん治療中の親とその子どもへの看護

みなさんの生活の中でよくかかわる身近な医療職の一つに、診療所（クリ
ニック）の看護師がいると思います。しかし、その看護はよく知られてい
ません。診療所の看護師に求められる役割と、特に高齢者の方が住み慣れ
た地域で生活を続けるためのヒントとして、診療所における看護の実際を
紹介します。

診療所での看護

診療看護師（NP）ってどんな人？

診療看護師（NP）にはどんな役割があり、どのような働きをする人かにつ
いて、お話します。

診療看護師（NP)として、医療と看護をタイムリーに提供するため、様々
な部署と連携しています。さらに、病院外では、学会で発表したり、秋田
県のNPの活動を知ってもらうように活動しています。今回は、秋田大学
医学部附属病院及び大館市立総合病院で勤務している診療看護師（NP）の
働き方と現状について報告します。

診療看護師（NP）の働き方

看護師のいろいろな働き方とは？

特定行為に関する実技見学・体験

今回は、診療看護師（NP）に必要な技術の中から、特定行為である「直接
動脈穿刺法」「超音波下血管穿刺」や、超音波検査法について、見学・体
験コーナーを設置します。お時間のある方は、ぜひ、お立ち寄りください。


